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稲田に囲まれた離水海食地形を那珂台地周辺に訪ねる

磯部一洋(環境地質部)
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1.はじめに

海上を吹送する強風によって風浪が発生しはるか遠

方へはうねりとなって伝わって行きます.これらの波

も行く手を陸地に阻まれ波の峰が高く尖がり遂に砕

波します･波のエネルギｰは砂浜海岸で砂や礫を巻

上げ岩石海岸で巨大た岩塊を揺り動かしさらに岩肌

を磨いたりするのにも使われます.

変化の極めて乏しいように思われがちな岩石海岸も

その姿を徐々に変化させているのです.沖合に向かっ

て大きく穴のあいた海食洞や海辺の岩壁が滑らかにえぐ

れた波食窪(ノッチ)は岩石海岸の後退を物語る世界

各地の海岸や大規模な湖の岸辺で普通に見かけられる海

食地形です.

それらの特徴や成因については既に多くの論文や教

科書などに書かれ十分に理解されている読者が多いこ

とと思われます.本稿では今は稲田に囲まれ岩壁

基部のえく甘れた海食洞くつおよび波食窪と推定される離

水海食地形の分布その形態上の特徴･形成過程などを

紹介することにしましょう.また後半では天然の造

形物であるこれらの化石地形の保存についても若干触れ

ようと思います.

2.中丸川低地周辺の概略と離水海食地形の

分布

2.1地形と地質

茨城県水戸市(第1図)から東へ約10㎞海岸からわ

へたの

ずか3㎞の那珂湊市部田野付近中丸川低地に面する

那珂台地の基部(第2図)には坂本(1965)によって最

初に報告された離水海食地形があります.小規模た中

丸川低地は那珂川の下流低地に平行し北西から南東

方向へ伸長する標高2～4mの低湿地からなり土地改

良工事によりほぼ全域が美田とたっています.標高30

うわいち

m前後の那珂台地に源を発した中丸川は上市段丘を下

刻して本低地に流入しさらに南東から南西へ流路を曲

げて那珂川へ流出します.

坂本ほか(1972)･坂本(1975)による5万分の1地質

1986年9月号

図｢那珂湊｣･｢磯浜｣によれば中丸川低地を取り巻く

台地の下半部には新第三紀中新世の多賀層が広く分布し

ます(第3図).本属は岩相的にシルト岩および細砂質

シルト岩と軽石凝灰岩とに2分され後者の凝灰岩はさ

らに部田野部層と阿字ヶ浦部層に細分されています.

また海寄りの台地下半部には白亜紀後期または古第三

紀の大洗層が分布し多賀層に比べてより堅硬た礫岩か

ら構成されています.

外洋に面する海岸のうちで那珂川河口右岸の大洗海
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第1図本文関連の地名ならびに写真撮影の位置図(数字

は写真番号に対応)�
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岸には大洗層が露出します.一方河口左§鰯,繍搬鮒

岸側那珂湊港の北約1,5㎞の範囲には多賀圭蓬

層より下位層である中新世中期の殿山層

さらにその北側には白亜紀後期の那珂湊層

群が4㎞にわたって分布します･これら

の岩石海岸北端0.25kmの湾入部には多

賀層のツルト岩および細砂質シルト岩と軽

石凝灰岩(阿字ヶ浦部層)が見られます.

那珂台地の上半部には第四紀更新世後

期における浅海成の見和層上部層が平坦

に海食された多賀層だとの先第四系を不整

合に覆い広範囲に分布します｡これに

対し那珂台地より低位の上市段丘において

は見和層上部層の全部または一部を侵食

し河成の上市段丘礫層が堆積していま

す.以上の台地は新潮ロｰム層によって

いずれも被覆されます.

那珂川低地の地質に関する坂本･野間

(1969)の報告によれば沖積層の厚さは河

口部で約80mに達するとされています.

一方中丸川低地の地質についてはこれま

でに公表された文献がありません.そこ

で中丸川にかかる茨城交通湊線橋りょう沿

いに実施された地盤調査ポｰリング資料

(第4図)を調べることにしましょう･

深度30.45mまでの地質は固結した岩

石だとが見られたいことから沖積層に対比

第2図離水海食地形(黒丸)の分布と写真撮影地点(丸数字)だとの位置

されます.そのうち深度19.9m以深には

図rこの地図は2.5万分の1(那珂湊)を基図として使用Lたものである｣.

下方程締った砂質層深度3･7～19･9mに長い黒三角は第4･10区および第3表の関連地点AB断面上の数字はボ

は標準貫入試験のW値(打撃回数)がOと極一リング地点斜線は釜上自然環境保全地域の指定範囲です･

めて軟弱た貝殻砕片を挟むシルト質の海

成層がそれぞれ発達します.最上部に当たる深度3.7台地基部で多賀層部田野部層の軽石凝灰岩の露出地域

m以浅は中･下部の貝殻砕片混じりのシルト質砂層と(第3図参照)に完全に一致します･これに対し岩壁が

上部の腐植物混じりの砂質シノレト層からたり前老は浅露出したい泥質な多賀層などからたる台地基部は植物に

海底後者は海岸近くの後背湿地における堆積物と考え覆われ窪みをもつ侵食地形は全く確認できません･

られます.那珂川下流低地に関する早川･勝村(1982)中丸川低地において今回確かめられた地形のうちで明

かまがみ

の研究報告たどから判断して深度19.9m以浅の軟弱たらかに離水海食洞ぐっと見たせるものは釜上伸杜(第

地層は後氷期の縄文海進に関連した堆積物(完新統)と1･3図参照)裏の1ヵ所だけです･それ以外は離水波食

見なせましょう.窪類似のものですが窪みが顕著に発達して離水海食洞

くつにやや近いものも見られます･

2.2分布

中丸川低地において離水海食地形と考えられる化石地

形は坂本(1965)が“隆起海蝕台の一部"同じく坂本

ほか(1972)が“隆起海食地形"として報告したもの(写

真1)の他に第2図に示すとおり17カ所以上におよん

でいます.それらは中丸川低地中央部の北側を占める

3.離水海食地形の特徴

3.1旧海食洞くつ

市丸川低地に向かい大きく突出した台地先端部に離

水海食洞ぐっと考えられる地形があります.釜上伸杜

地質ニュｰス385号�
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第3図

那珂湊市周辺の地質図(5万分の1

地質図r那珂湊｣･r磯浜｣の一部簡略

十

および追加)｡中丸川低地付近のボｰ

リング資料類のうち黒丸は地盤調査

十字は深井戸の位置数字は基盤(先

第四系)の伏在予想深度です.

��

1:第四紀完新世･砂丘砂および海浜

砂2:同･自然堤防堆積物3

:同･低湿地堆積物4:更新世･

低位段丘礫層5:同･上市段丘礫

層6:同･見和層Muは上都層

Mmは中部層M1は下部層7:新

第三紀中新世･多賀層の軽石凝灰岩

Apは阿字ヶ浦部層Hpは部E日野部

層8:同層のシルト岩および細砂

質シルト岩9:中新世中期･殿山

層10:白亜紀後期または古第三紀

･大洗層11:白亜紀後期･那珂湊

層群12:走向･傾斜13:断層

境内を含むこの付近一帯は自然環境保全地域に指定さ

れ樹木に厚く覆われています.高さ約7mの旧海食

崖と考えられる岩壁は多賀層部田野部層の軽石凝灰岩

からたりその東南東を向いた岩壁の一角(a地点)に以

下に詳しく紹介する洞くつがあります.

今は洞くつ入口付近を完全にふさぐかっこうで長

さ4.8m奥行き最大2.4mおよび高さ3.5mの当神社本

殿に当たる建物(写真2)とその両側には瓦屋根を載せた

板塀が張り巡らされています.この洞くつは樹木や

建築物の陰になってその全体を撮影することが十分にで

きません･そこで簡単た見取図を写真に代わって示

すことにします･第5図によれば入口の幅(間口)

11m以上奥行き4.5mおよび高さ4.5mと欠きた洞くつ

です･天井部は陥没し4.5×2.3mの長円形の潮吹き

穴に相当する大穴があいています.断面図からも明ら

かたように天井部の岩石は0.5～1.Omと薄くしかもア

ｰチ状にまたがった岩には割れ目が入りまさに天井全

体が崩れ落ちそうな状態にあります.

この洞くつの内部は大きくえぐれています(写真3).
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第4図中丸川低地における地質柱状図(鉄道橋りょう地盤調査

ボｰリング)
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写真1那珂湊市部田野釜上神社横の軽石凝灰岩

に刻まれた窪み(b地点).人の腹部の位置が

窪みの下底に当たります(1965年に坂本撮影).

写真左奥には大穴とは別に幅0.45mと小さた長円珍の穴

が斜め上方へ通じさらに直角に向きを変え1.0x0.8m

の長円形の潮吹き穴状の地形をなしています(第5図の

平面図参照).また窪みの壁面にある小さな棚状の下底

がほぼ3段識別され上段と中段に当たる下底(写真3

の矢印)の標高は6.4mと6.0mに揃います(第5図の断面

図参照).下段に当たる洞くつの下底は土砂によって

埋まり見えませんが5mより若干低いものと思われま

す.

本洞くつの北側へ回り込んだ所の岩壁にも写真4に

見られるように窪みが大規模に形成されその下底の標

高も6.4mと洞くつ内の上段の標高に揃います.また

写真4には円形に近い径10～20cm深さ7㎝前後の小

規模た穴カミ多く観察され現在の海食崖に発達する溶食

などによる海食徴地形に類似しています.以上のよう

だ洞くつとその周辺の岩壁に刻まれた種々の地形的特徴

からこれらは旧海食地形に相当し洞穴は海食洞くつ

のうち天井の開口Lた潮吹き穴に当たるものと見在され

ます.

写真2-1洞くつ入口と神社(a地点).1965年に坂本撮影.

3.2旧波食窪

低地中央部にあってほぼ垂直な岩壁下部に形成され

た波食窪(ノッチ)類似の地形は第2図に示すとおり16

カ所以上分布します.その中から釜上伸杜付近のb･

c地点と神社の北北西O.9㎞と1.2㎞のd･e地点でそ

れぞれ見られるものについて紹介Lましょう.

b地点:写真1はa地点から南西20mの岩壁下部に発

写真2-2樹木に隠された洞くつ(1986年5月)

地質ニュｰス385号�
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策5図釜上神社本殿裏にある洞くつ見取図

(1):平面図(2):断面図

写真3深くえく“られた洞くつの内部(坂本撮影).ハン

マｰ付近の岩石は海水の飛沫や飛砂によって削れ

た旧風食徴地形と思われます.

達する侵食地殻です･ここでは中～粗砂たいし細礫

の白色軽石からたる平行葉理の発達した凝灰岩(水中火

砕岩)の壁面に幅3.2m奥行き1.2mおよび高さ1.Om

の規模に窪んだ侵食地形が見られます.その窪みは北

へ5｡前後と緩く便斜した葉(層)理面に沿うように形成

されその幅に比べて奥行きの著しく短かい波食窪同

様の特徴が見られます.窪みの発達方向は壁面に直

角の真横に近く雨滴侵食などによる鉛直に近い穴とは

向きが90｡も異なり容易に区別できます.また窪み

の立面が半円に近く下底は多少の徴起伏があってもほ

ぼ標高6.0mに揃いa地点の中段に当たる下底の高さ

に一致することからも旧波食窪と見たせましょう.写

真5はこの窪みの右下部分を拡大したもので窪みの大

きさと下底付近の徴地形の特徴が写真から明らかです.

写真4洞くつ北側にある窪みと岩壁にあいた丸い侵食

微地形(スケｰルは約O.8m)

1986年9月号

b地点から北北西へ6～56mにわたって露出する扇風

状の岩壁にも標高6.4m付近に下底をもつ波食窪類似

の窪み(写真6)が発達します.写真には人為的な窪み

である石材切取り跡も見られその上部の窪みとは形態

カミ明らかに異なります.

6地点:a地点から約110m北東側の別の台地先端に

は岩壁の突出部に窪みカミ形成されています(写真7).

窪みは第6図に示すように南東を向いた角に当たる部分

において特に顕著です.下底の標高も上述の部分で

7･4mと高く角から西北西方向へわずか5mの位置で

はO.3mも低下し7.1mとたりかつ窪みが不明瞭にたり

写真5窪みの下底部の近接写真(b地点)�
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冬､下底標同74m

＼螂撮榊]

〵�

�

第6図｡地点に見られる窪みの平面図

ます･このようた特徴は現在の海岸で岬の部分で波

食窪が高い位置に形成され外洋の波から保護された部

分や内湾でそれが低くたるとされる事実に一致します.

したがってC地点で観察された窪みも旧波食窪と見た

して差支えたいでしょう.

d地点:a～c地点の北西に当たる10数地点には岩壁

基底にえぐれた侵食地形が点在します.その中で中丸

川支流の本郷川左岸にある台地先端部のd地点には旧

離れ岩と旧海食崖と考えられる地形があります.写真

8は高さ約8mの岩壁に刻まれた窪みで奥行きが2.5

mもあり旧海食洞くつに近いものです.窪みの下底の標

高は6.0mに近くa～c地点における下底の標高測定

結果にほぼ一致します.

e地点:d地点から北西へ0.3㎞本郷川右岸e地点

の東面する壁面最下部には写真9のような幅5m奥

写真6岩壁

中央部の窪みの

列と下部にある

石材切取り跡.

矢印は窪みの下

底を示しその

標高は6.4m

標尺は3血で

す.

写真7台地先端部の岩壁角に刻まれた窪み(c地点)

写真8岩壁中央部に刻まれた窪み(d地点).

標尺は3m.

写真9写真左側中丸川低地に向かって深く刻まれた窪

み(e地点).入射波によって侵食地形が形成さ

れたことが明らかです･スケｰルは1m.

地質ニュｰス385号�
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策1表旧海食地形の規模と特徴(単位m)

��主要な窪み��

地点����窪みの下底標高

�幅(間口)�奥行き�高さ�

a�11.O�4.5�4.5�5〉6.06.4(洞くつ)

b�3.2�1.2�1.0�6.0b地点の西隣

����では6.4

C�3.O�O.9�O.7�7.1-7.4(南東に面した

����窪み)

搉�伉㈮�㈮��　

e�5.0�3.3�〉1.5�5.35>

行き3.3mおよび高さ1.5m以上の窪みが南東向きに発

達しています.下底の標高は土砂に埋積されて確認で

きませんが地表面の高さである5.35mよりは低いもの

と思われます.またここでは窪みより上方の壁面に丸

く侵食された0.75×0.45XO.3m(深さ)の微地形が残さ

れ明らかに自然の営力で刻まれた旧海食地形に当たる

ものと推定されます.この地点を含め多くの岩壁に刻

まれた丸い侵食微地形はまず軽石礫が抜け落ちその後

穴カミ拡大したように観察されます.これまでに紹介で

きたかった10数地点の窪みをもつ侵食地形は形態的な

類似性からいずれも旧波食窪と見たせるものです.

第1表には5地点における旧海食地形の特徴を要約し

てあります.窪みの下底としたものの標高はC地点

で最高位の7,1～7.4ma･bおよびd地点で中問の

6.4mないし6.Oma.e地点で最低位の5m前後に揃

います.このように5地点における窪みの下底の標高

が大きく4段に分かれ他の数地点においても同様の傾

向が確認されることから旧海水準はこれら四つの下底

付近に停滞し波食によって窪みが形成されたことが推

定されます.

写真10大洗海岸に発達する2面の波食棚(標尺は2.5m

1986年6月10日撮影)

4.現成の海食地形

写真11殿山の海岸に発達する波食窪(1966年10月に

坂本撮影)･波食窪は今では海岸道路に隠さ

れ確認できません.

1986年9月号

未固結た堆積物や特に軟かい岩石から構成されている

海岸では波食棚や海食台は形成されても海食洞は発

達しません.ある程度堅く固結した堆積岩や堅硬な火

成岩･変成岩からなる海岸でないと海食洞だとの不安

定た地形は作られさらには残存しないのでしょう.

外国の例ではカスピ海沿岸の花嵐岩と石灰岩からた

る岩石海岸に海食洞が多いとされています(茂木1971).

わが国では新第三紀の凝灰角礫岩などからなる海岸に

海食洞の発達カミ良好でまた琉球石灰岩の分布する南西

諸島の海岸では波食窪が広範囲に観察されます.他の

地質から構成される岩石海岸でも上述の海岸同様に断

層や節理だとの弱所に生じ易いとされています(荒巻

���

中丸川低地近くの外洋に面する海岸のうちで那珂川

河口から大洗港までの長さ3㎞の南側の大洗海岸には

大洗層からなる波食棚と那珂川起源の中礫の多い礫浜

(磯部ほか1985)が発達します.写真10(撮影位置は第

1図参照)に見られる海食地形は大潮の干潮時に完全に

露出した2面の波食棚と波食窪(標尺背後)です.上位

の波食棚は標高1.2m下位の波食棚は0.3m付近にそれ

ぞれ発達します.上位の波食棚を現在侵食している地

形が写真中央の波食窪であると推定されます.

那珂湊港北側の海岸においては波食窪が礫岩質の殿

山層からなる岩石海岸に発達しています(写真11).そ

の北の那珂湊層群からなる岩石海岸には写真12のよう

な砂岩｡シルト岩の硬軟に対応した組織地形を呈する波

食棚が4㎞にわたり発達しますが海食洞は見当たり

ません.この岩石海岸北端で阿字ケ浦に続く湾入部に

は波食窪が多賀層のツルト岩からたる海食崖の基部に形�
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写真12-1那珂湊海岸に見られる波食棚で40｡前後

北へ傾斜した堅硬た砂岩の部分は高くケス

タ状を呈します｡標尺は約2mです.

写真12-2相対的に軟かいシルト岩の部分が低く平滑に

なっています(写真12-1は1986年6月10日

写真12-2は同月15日のそれぞれ干潮時に撮影)

成されています(口絵写真3参照).

一方久慈川河口から北側目立市の常磐海岸では多賀

層のシルト岩からなる岩石海岸に波食窪だとの海食地形

が広範囲に分布しています.佐藤(1981)は目立市

南部大みか付近の海岸(第1図参照)における海食地形の

分布と海食崖の後退について1975年6月から1980年11月

までの期間に現地調査を実施し地質や波浪特性などか

ら解析を試みています.この海岸には第7図のように

多数の波食窪が分布し窪みの形成には厚さ0.1～O.3m

の砂岩の薄層が大きく関与していることを明らかにしま

した.また古坊地鼻の北側海食崖基部には幅23m

奥行き22mおよび高さ10mの巨大な海食洞くつがあり

北の田楽鼻にも海食洞くつが北東を向いて発達しこれ

らの洞くつは卓越した北東風に伴う波浪によっていずれ

も形成されたものであると述べています.

次に日立市最北部川尻町にある小貝浜付近の海食地

形を撮影したのが写真13です.主として多賀層のシル

ト岩からなる高さ30m前後の海食崖とその基部に形成さ

れた海食洞くつや波食窪が遠望されます.写真中央に

は干潮(海面が約O,5m低下)時のために波食棚が一部

露出しています.

写真13および表紙の写真の両撮影地点の中間には八

幡太郎馬の足跡(佐藤1961)あるいはチャソポソ(市川監

修1984)と呼ばれる天井部が開口し南北にやや長く

東西に短い周囲約150mの長円形をなし深さ28mの巨

写真13小貝浜付近から見た常磐海岸(1986年6月10日撮影).

離れ岩のニヅ島(二党岩)海食洞くつの濤鼓洞は著宅

です.

東

町

田楽鼻

臭

腺

･･波食窪

＼

古坊地鼻.

○ユ00200300400500M

第7図日立市南部大みか

付近の海岸における波食

窪の分布図〔佐藤(1981)

に一部加筆〕.海寄りの

実線は低潮位の汀線内

側のそれは高潮位の汀線

にほぼ当たります.
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風化帯
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外洋

第8図岩石海岸の縦断面形の模式図と各部の名称(豊島1967)

C.C.(coasta1c1iff)海崖

S.C.(seac雌)海食崖

W.H.〔windcave(hole)〕風食穴

No､(notch)波食窪

S･C∀･(seacaYe)海食洞くつ

W.B.(wave-cutbench)波食棚

S.H.(solutiOnho1e)溶食穴

W.F｡(wavefurrow)波食溝

刮���牴�

���倩

���畢�物�湯瑣栩

却��慣�

�倮��慳楯��瑦�洩

�����

W.B.T｡(waマe-bui1tterrace)

波食残丘

小屋

海底波食窪

離れ岩

海食台

海食溝

堆積台

大た潮吹き穴をもつ海食洞くつがあります(写真14･15).

ただしこの海食洞くつの大穴は2.5万分の1地形図

｢日立｣の該当場所に見当たりません.洞くつはS12.

E方向に幅約5m海面上の高さ約3mの半円形の入

口を通じて外洋に連なっています(写真14).海食洞く

つの内部まで波が進入し本地形が外側と内側の双方か

ら侵食されています.海食洞くつの下底は満潮時に水

没し干潮時に花嵩岩類起源の石英･長石に富んだ中～

粗砂の砂浜がその北側に露出します.

び表紙の写真はほぼ同時刻に撮影)

洞くつ内部の東側壁面と深くえぐ議灘軸嚢

れた洞くつ最下部.高さ約28mの

節慣鴛鴛章灘息二灘簸岨灘､

(大倉1953)の堆積物(n)およ

び多賀層(皿)が観察されます.

1986年9月号�
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第2表

海食地形の用語表〔豊島(1967)による第1表の一部改変･追加〕

用語�相当外国語�用語の内容

海崖�COaStalCli任�海に面した急斜面で波食によるもののみでなくその他の成因のも

��のも含む.

海食崖�SeaC1i丘�海食によって直接形成された急斜面.

旧海食崖�anCientSeaCli旺�過去の海食崖.

偽海食崖�falSeSeaCli丑�海岸に面しているが海食以外の成因による崖.

上部斜宙�coasta1bevel�均斉な傾斜で海側に傾く草･木に覆われた斜面､硬岩において保

��存が良好通常海食崖の上に見られる.

風食穴�Wi･dC･Ve(h･1･)�風食によってできる円形の穴.

波食窪�notch�海食崖基部にできる窪みで奥行きよリ幅の大なもの

海食洞く､つ�SeaCaVe�海食崖基部にできる窪みで幅より奥行きの大なもの.

海食洞門�seaarch�海食洞くつが両側に開口したもの.

海食洞�seacaveandarch�海食洞ぐっと洞門の両者を含めたもの.

潮吹き穴�swa11owho1e�海食洞の天井が開口したもの.

波食棚�wave･cutbench�主として潮間帯にある平滑な岩床面.

溶食穴�solutionho1e�主に波食棚に形成され面積に比べて深さの大なもの.

海食甑穴�marinepo砧｡1e�海水の動きによって波食棚･海食台に形成された円筒状の窪み.

溶食凹地�solutionpoo1�主に波食棚に形成され深さに比べて面積の大なもの.

波食溝�WaVe{urrOW�軟岩や割れ目などに波の力で刻まれたもので波食棚を開析するもの.

波食残丘�rampart�波食棚外縁にある高まり.

小屋�nip�比高3m以下の低い崖.

海底波食窪�submarinenotch�常に海面下にあって海食崖やnipの基部にできる窪みで奥行きより

��幅の大なもの.

離れ岩�stack�海食によって陸地と離れた高い孤立岩.

海食台�abrasi㎝p1atform�常に海面下にあるやや平滑な岩床面で砂礫が薄く覆っている.

海食溝�9｢00Ve�海食台に形成された溝状の地形.

波食�WaVeerOSiOn�波による侵食.

海食�marineerOSiOn�波食を含めた海の営力による侵食で生物などの破壊作用海流潮流

��による侵食化学的機械的風化作用なども含む広い意味に使用される.

これまでは外洋に面する岩石海岸における海食地形

を紹介Lてきました1一方内湾や直接外洋に面したい

岩石海岸には小規模でかつ海面付近に下底をもつ海食

洞くつがあるとされています.豊島(1967)は鳥取

県から兵庫県にかけた山陰地方の岩石海岸において海食

地形を詳しく調査し第8区および第2表を発表しまし

た.第8図の右側カミ外洋左側が内湾に面する海岸に

おける模式縦断面図です.外洋に面する海岸に比べ

内湾の海岸では海食洞くつや波食窪の下底が平均海水面

により接近していることが明らかです.たお日本海

沿岸では太平洋沿岸次とに比べて潮位差カミ極端に小さく

海食地形の形成過程を究明する際海面をほぼ一定として

取扱えるという有利た面があります.

5.離水海食地形の形成について

5.1形成時代

離水海食地形の形成年代例えば14C年代測定試料に

適した岩礁着生生物遺骸は岩壁カミ砂粒に分離し易い軽

石凝灰岩であるということもあって採取できませんでし

た.そこで周辺地域における遺跡を調べることにし

ましょう.

c地点から北東へ0.2㎞離れた標高12mの緩斜面上に

は上ノ内貝塚(那珂湊市教育委員会1976)があります(第

2図参照).この貝塚は縄文中期後半(加曽利En式･

同皿式)に形成され第3表に示すように海生貝を主体

とするものです.また魚類としてはドチザメ･カス

ザメ｡トビエイ｡スズキ･クロダイ海生の哺乳類とし

てオットセイの骨がそれぞれ産出していることからも

約4,500年前頃には海が中丸川低地中央部まで侵入して

いたことカミ明らかです.たお藤本(1980)は本貝塚

から出土する貝類の構成などについて詳しく報告してい

ます.

また那珂川最下流部には1970年5月11目に国の文化

財に指定された大串貝塚があり写真16の石板には文献

にのせられている世界で最初の貝塚と記されています.

地質ニュｰス385号�
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策3表土ノ内貝塚における混生貝層採集土中の貝類出現率

種�種名�個数�%

�マツバガイ�3�O.8

�イシダタミ�16�4.4

�コシタカガンガラ�13�3.6

腹�クボガイ�94�26.O

�サザエ�32�8.8

�スガイ�29�8.O

足�オオヘビガイ�O�O

�ウミニナ�O�O

�イポニシ�1�O.3

類�レイシ�39�10.7

�アカニシ�O�O

�カワニナ�2�O.5

�小計�229�63.1

�サルボウ�O�O

�イガイの類�2�O.5

斧�カキ�7�1.9

�ハマグリ�35�9.6

�オキシジミ�3�O,8

�アサリ�35�9.6

足���

�イソシジミ�12�3.3

�ヒメジラトリ�3�O.8

�サビシヲトリ�2�O.5

類�ヤマトシジミ�燈36�9.9

�小計�135�36.9

�合計�364�1OO.O

1)斧足類は左･右殻を分けて数え多い方の数を記します

2)個数と%のO数字はブロック土中に含まれていない

種名です.

3)ブロック土の体積は約20cがです.

四～五世紀頃の生の地方誌として約1,250年も以前に書

かれた常陸国風土記には大串貝塚に関する以下の記述

があります〔河野(1979)著大櫛の巨人説話p.52～53

による〕1

平津の駅家の西方一二里のところに岡がある.

写真16常澄村塩ケ崎折居神社境内にある大串貝塚.

柵内にヤマトシジミが露出しています.

その名を大櫛と呼んでいる.大昔体の非常に欠

きた人が住んでいた.自分の身は岡の上にいたが

ら大はまぐりをとって食べていたということであ

る･その巨人が食べた貝がつもりつもって間とた

った.

r平津の駅家｣とは現在の常澄村平戸(第3図参照)付

近を指し大串貝塚のある塩ケ崎はそこから北西約1.5

㎞に位置するため河野(1979)による“四方一三里"

の部分を訂正してあります.

上述の貝塚は那珂川河口の西約4㎞に位置し上市

段丘礫層を載せる台地(坂本1975)先端部塩ケ崎の折居

神社境内で標高6～10mの斜面下部にあります(第9

図).貝塚からは汽水生貝のヤマトシジミを主体に

海生貝のハマグリ｡アワビ･サザエだとも出土するとさ

れ(坂本ほか1972)貝塚の近くまで海が侵入していた

ことが推定されます.この貝塚の形成年代は縄文前

期に当たる約6,000～5,000年前とされています.

中丸川低地下の沖積層産出の貝類化石は斉藤(1959)

の報告から推定されます.第4表は中丸川低地海寄り

那珂湊第一高校北側田中の井戸において沖積層上部の

シルト層から産出した貝化石名の一覧です.海生貝化

北東

㈰�

南西

高10

杉林

写真18の看板

＼

水田}照葉樹林

道貝塚

第g図

太串貝塚付近の地形断面

��〳　

�

���
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石が多くこのようた貝類が第4図の深度1.2～2.0㎜

のシルト混じり砂層にも含まれているものと思われま

す.

第一高校のある山ノ上台地の南～南東側基部には離

水海食洞くつが10数カ所にわたって認められます.洞

おふねく^ら

くつはいずれも大洗層の礫岩に刻まれその中で御船蔵

洞ぐっと呼ばれるものは第10図に示すように幅8m

奥行き約9mおよび高さ3mと大きなものです(藤本

1980).この洞くつの下底部には海生貝を主体とす

る縄文後期中葉から後期末葉の初期にかけた御船蔵貝塚

が存在します.本洞くつの形成は貝塚の年代および

その下底の標高が5m前後に当たることから明らかに

3,000年以前の高海水準期と推定されます.

キノ

泥砂岩

C甘D

一

�

瑚泥土貝層(1)

〵�

』__』___｣_｣L__L一一｣

第4表那珂震市田中の井戸から採取された貝化宿

〔斉藤(1959)の第3表の修正と一部省略

は坂本ほか(1972)による〕
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さらに那珂湊市磯崎漁港の南南東0.75㎞の海岸道

路を中心に径50cm前後の円礫からたる厚さ2㎝以上

の海成段丘礫層が分布します(写真17).この礫層もロ

ｰム層を載せたく極めて新鮮であることから完新世の

高海水準期における汀線付近の堆積物と見たしてよいで

しょう.

以上述べてきた縄文海進に伴う約6,000～4,500年前の

海面高頂期には那珂川下流低地はもちろん中丸川低地

の溺れ谷奥部まで海水が侵入し出入りの著しい内湾を

形成していたものと思われます.中丸川低地に面する

泥質な多賀層や大洗層からたる台地基部には常磐海岸

などと類似の海食崖が形成され波食窪なども海面付近

に多くあったことでしょう.

5.2形成過程

第8図にしたがえば内湾や直接外洋に面したい岩石

�

海岸にできる波食窪や海食洞くつ下底の標高は平均海水

��

〃

�

��
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第10図那珂湊市海門町御船蔵洞くつ

および貝塚見取図(藤本1980)

(1):洞くつ平面図(2):入

口断面図(3):貝塚断面図
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第11図中丸川低地東側那珂湊市街地下の地質断面(断面位置は第2図

地質柱状図の凡例は第4図参照)

面に大体一致すると見たせます.中丸川低地中央部の

5地点における離水海食地形には4段の下底高度がほ

ぼ共通して確認されました.また那珂川河口左岸御船

蔵の離水海食洞くつの下底の標高は5m前後那珂湊海

岸の海成段丘礫層の基底高度も約5.2mであることが分

かりました.これらのことから縄文海進時の高海水面は

旧海食地形の下底高度付近にあったと見たせましょう.

すたわち約6,000～4,500年前の期間には最高海水面

が7.1m付近に達しその後の海面低下途上に6.4m･

6.0mおよび5m前後に海面の停滞のあったことがうか

がわれます.ただし旧潮位との関係から各標高につ

いての再検討が必要と考えられます｡

中丸川低地の5地点の中で旧海食地形の発達はa地

点において最も良くd地点がそれに次いています.

a.d地点の旧海食地形はともに低地に大きく突出L

た台地先端部で当時の旧市丸川湾ともいうべき入江に面

した岩壁に形成されています.

1986年9月号

ところで既存ボｰリング資料類から推定し那珂湊

市街地西端付近の標高3m前後の低地下では先第四系か

らたる固結岩石(基盤)は標高一48.5mより深まり沖

写真17

那珂湊層群を覆う完新世の海成段丘礫層�
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機都洋

写真18

勝田市中根館出にある十五郎穴横穴群.

議写真は奈良時代に造られた34基の墓の一都

です.

積層が51m以上も厚く発達しています(第11図).この

沖積層上部において海生貝類化石の産出層の上限高度は

十1.5mで高海水準期には水深数mもの砂質の浅海底

(幅約O.6kmの水道部)を形成していたものと思われます.

ただし第3図には中丸川底地周辺の既存ボｰリング

および深井戸による基盤の伏在予想深度が併記されてい

ます.

外洋から入射する波浪の一部は上述の水道部をくぐ

り抜けて釜上伸杜付近まで達し海食崖に打寄せていた

ものでしょう.これに対しb地点の岩壁(旧海食崖)

は南西を向きe地点などのそれらはより奥部に位置す

るためにこれらの地点へ入射する波は釜上伸杜裏のa

地点へ入射するものに比べて小さく海食洞くつが十分

に形成されるまでに至らたかったものと思われます.

6.離水海食地形の保存

中丸川低地中央部にある旧海食地形は4,500年以前

にはでき上り今日まで風雨にさらされたがらもその

形態的特徴を保ってきました.新第三系の崩れ易い軽

石凝灰岩に刻まれた窪みで不安定な地形でもありま

す.また十五郎穴(写真18)などの横穴墓や石材の切出

し(写真6)たどといった人工改変によって消滅し易く

地学の研究対象としても価値の高いこれらの化石地形の

保存が強く望まれます.

幸い茨城県によって1979年12月1目に釜上伸杜裏の

台地一帯の6,9㎞(第2図参照)が自然環境保全地域の指

定を受けました(写真19).ここにはタブノキ｡ヒサ

カキ･ツラカシ･ヒイラギ｡イヌツゲ･シロダモ･ヤブ

ツバキなどの常緑樹を中心とする林地ラセイタソウ･

コモチシダ･メヤブソテツだとの海浜植物群落地岩壁

に生育するイワタバコの群生地があります.特に台地

先端部で離水海食洞くつのある0.11haの範囲(写真21参

照)は特別地区に指定され離水した海食崖･波食窪お

よび海食洞くつに当たるr地形｡地質のたかで崖状に露

呈している部分｣の保全に努めると茨城県報号外第358

号p,22に書かれています.保全地域の指定を受け鉱

物を掘採しまたは土石を採取すること木竹を伐採する

ことのそれぞれ禁止だと種々の厳しい規制がとられてい

ます.

那珂湊市史編さん委員会編(1979)の那珂湊市史料

第4集p.183には第5図と写真2で紹介した離水海食

洞くつ天井部のアｰチ状岩石に関し

土人塩釜明神と称する大石あり岩石の中にかかり

て落ちず.また此岩石の問にも穴室の如きたるあ

り.

との水府志料の一部が引用されています.第5図の崩

落寸前の洞穴が水府志料の書かれた文化4年(1807年)

頃から現在までの約180年間ほぼ同様な姿であること

がこの文章から分かります.また同じ第4集皿183に

は常陸目記に関する天保4年(1833年)7月5目の条に

五目朝またきより雨ふり北風はげしく吹今日ハ城二

帰たれば遺すからへたの原にて上鷹したるに雨ハや

みたれと風つよくてえ物もなしかまかミ穴見て三反

田庄屋云云

とあります.信仰の対象としてのミ穴(離水海食洞くつ)

と釜上伸杜の立地とが密接に関係している様子がこれ

らの文章からもうかがわれます.

地質ニュｰス385号�
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写真19

釜上伸杜境内に立つ自然環境保全地

域指定の看板

7.おわりに

中丸川低地中央部の北側に発達する深くえぐれた窪

みや天井部の開口した洞くつは約6,000～4,500年前の

縄文海進高頂期に形成された旧海食地形であることが明

らかにたりました.窪みの下底高度を測定Lてみた結

果最高海面は7.1m前後にその後の低下時期には6.4

m･6.0mおよび5m前後の高さに海面が停滞したらし

いことも分かりました.

中丸川低地の中で離水海食地形が多賀層の部田野部

層の分布地域内に一致して発達することは内湾の小規

模た波浪によって容易に形成され軽石凝灰岩が垂直た

崖地形を取易くかつ坂本ほか(1972)が指摘した南面

する台地斜面が急で逆に北面するそれが緩いという非対

称斜面の配列と相まって急崖に窪みが形成｡保存され

たものでしょう.完新世における海面変化の解明だと

の学術上非常に貴重な離水海食地形と希少価値を有する

植物群の保存が今後とも強く望まれます.

本稿の作成に当たり地質調査所地質部坂本亨地質標本課

長からは執筆の勧めと貴重な写真の提供をいただきました.

那珂湊市企画部からはボｰリング資料の提供を受けました.ま

た茨城県歴史館の佐藤次男氏からは那珂湊市史佐藤惣一氏か

らは日立市の海岸地形についてそれぞれご教示を賜わりました.

以上の関係者の方々に厚く謝意を表します.
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